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表紙の脱明 楠田一夫(造形作家)

・アールヌーボー(Ar t Mouveu) 
1900年前後のヨーロ ッパで重量星の

ように現れて消えτいった芸術械

式であるが、当時は悪評も少なく

なし一部では悪趣味なものとし

て見られていたようだ。しかし今

日では、ヨーロ ッパの古き良き時

代を忍ぶ人達に大変なつかしがら

れている。

特集予告.1月号/職能論・2月号/台所まわりの計画と詮備・3月号/ポート ピア '81(仮称)・4月号/シーリング材(仮称)

編集委員会 (昭和55年度)

鋸集委員畏

三給泰司

編集理事

秋田 満

井上 決

今回祥郎

窪国 祐

小林 消
竹中鎌一

武悶恭一
前野慶太郎

松村康三

松本亮二
三 輪泰司
渡辺 忠

編 集委員

(特鳥l頃副会)

0酒井 tl 
・計画分科会
小川 義夫

加Ii!暴力

河自治官

塩谷舟翁

国中 直人

千築桂司

翼'/:.Il'I1 ~Ii 
中湖i 勲

中馬 問よ良

村上元康

森 繁
山本普術

吉岡忠純

・構造分科会
河村 l貴
小山達男

佐藤哲夫

坂 舟ニ

棚橋禿光

単償井元 昭

・訟備分科会
表 康雄

縄井宏宣

*河i:Il ，~之
。印刷委只長

健
二
和
桧
徳
広
弘
夫
彦
会
三
男
)
克
一
博
一
夫

創

立
夫
之
夫
彦
夫
夫
則
介
一
治
一
一
祐
忠
鉛

=
ご
出
耐
震
昭
正
一
敏
郎

弘
正
糊
治
道
警
膝
元
側
一
繁

一一

俊

博

憲

一川

一
哲
弘
昭
民
和
印
日
常
利
恭
一
仕
掛
暗

号

ケ

為

真

信

尚

淳

弘

司

榊

柳

田

山

四

川

問

問

浦

上

令

岐

図

蜘
戸
被
崎
北
本

骨
僑

田

本

田

僑

持

河

回

松

尾

本

間

辺

劃
野

野

中

崎

名

来

丸

宗

哨

湾

阪

森

甑

荒

浦

岡

三

村

法

隠

桑

棚
大
高
木
小
僑

告
岩

上

岡
嶋
内
川
棚
徳
中
原
平
松
松

山
波

融

問

小

栄

国

高

首

恨

能

三

-

k
.‘倣

O

怯

O

併

O

編集人松井昭光

印刷l昭和 55年 12月20日

発行昭和 55年 12月25日

発行人吉 田悦二
発行所 (社)日本建築協会

大阪市東区北浜 3-37 
電 06-231-9648
仮替口座大阪 39975

印刷所 日本写植印刷株式会社
11l 06-606-111 1(1的
大信印刷株式会社
ili 06-451-7631官目

先価 75 0同 (送料別)

12 

作品作風・

総 目録

法令コーナー154

読者の頁

建築と社会ニュース

風土 と建築

スケッチブック

建築の銀

特集・

イントロ ・レポート

新 しい耐震 設計をめぐる

座談会

権造の頁77

設備の頁76

施工材料の頁75

若い会員の集いレポート

月報

CONTENTS 
JOURNAL OF THE ARCHITECTURAL ASSOCIA TION OF JAPAN 

ARCHITECTURE AND SOCIETY 

特 集・これからの建築設計と新耐震設計法
SPECIAL FEA TURES ON THE RECENT 

EARTHQUAKE RESISTING DESIGN 

会告

貝塚市民福祉センタ ー …・・…・ ・・・ べ・ ー…・ーー ・・・・・設計監理 :日建設計 …..2

施 工 :薮内工務庖

tl~26凪工尚生テ'サ'インコンクール人i1Ii発表 竹腰他i主著「幽泉自叙」甘i(布.ワルター ・グロ

ピウス展の俳1HiL i大阪の近代，建築カイドマ ップ」頒布 日本建築協会の展示窓ご紹介 ..6

建築と社会第61W(1980年)総目録・ 7 

幹線道路沿道の幣備に関する法律の概妥/粂印訴さ男・11

7 イ ・フォトーリスボンにて/本 多友常.私のらくがきー浪花っfの随怨/大崎jfi良 一12

;t:ー トピアトピ yクスその17・ストリートファニチュア計画/問中直人.市l.cが巧える iJ孔

川のシン ボルJ"'13 

改修 ・十ifj三さ れたオーストラリアの!が史的アノ、ート (アデレード )ー・・.14

自然発生的建築をめ ぐって-9ーく ら ・その 1/本多友常 。'16

駒山担こし た新建築 9.'，，!.(No1486-1494) ...19 

べ;の生態/!:.¥村 昇.京のifii・陸 去のH寺代/望月秀祐.入念な fiYii立設討を/矢野克己.

大占の昔のように， しかし短時間太陽熱でやきものが焼ける/柴辻政彦 20 

これからの建築設計と新耐震設計法

新耐良設計法とは

設計のためのやさしい解説 ・・・・・・・ ー・ー・・・・・・・・・・ ー ー......一・・ー ・・・・須賀 好富...22

建築家 ・構造技術 者 ・設備 技 術 者はどう考えるかー・・・・・・・・・ー・・・・‘・ -ー・・ー・・・・・・ーー・28

構 造技術者から

設計家 ・設備 技 術 者から

Ifu;t民設計法の単純化 と複雑化

技術のノ〈ランス

経 iJ有性

建 物 と設備 機総との揺れ方

層間変位への対応、

各部門のコミュニケーション

出席者設計 小角亨(日建設計)

中嶋龍彦(中山龍彦建築事務所)

西音1¥明 朗 (総合計画研 究所)

構造 小 泉昇(新建技術研究所)

須賀好富(i!I畿大学)

設備荒井清(東土日l建 築 事 務 所 )

司会横井元昭(大林組)

阪神地区のI也ぷ災害危険度/三束哲夫・0・43

クリーンルームの内装 その 2/笠田唯夫 44

t:j炉スラグ骨材ーその 2/田代恭一 ・45

泌総|判11生氏側di住毛を語る/三宅良一 l坂倉~~-"'46

日本雄築協会月 111jのJff)}き(昭和55年10月分)・47

1 


